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省

令

課

程

単

位

数

一

弁
理
士
法
及
び
弁
理
士
の
職
業
倫
理

十
六
単
位

二

特
許
及
び
実
用
新
案
に
関
す
る
理
論
及
び
実
務

五
十
七
単
位

目

次
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〔
省

令
〕

〇
弁
理
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
（
経
済
産
業
六
四
）

J

〔
告

示
〕

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
割
引

短
期
国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
財
務
二
五
七
）

O

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
利
付

国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
同
二
五
八
〜
二
六
三
）

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
六
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
利
付

国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
同
二
六
四
〜
二
六
六
）

J
J

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
七
条
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
割
引
短

期
国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
同
二
六
七
）

J
K

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

J
L

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
物
質
・
材
料
研
究
機
構
、

税
理
士
登
録
者
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
平

成
十
九
事
業
年
度
決
算
報
告
書
及
び
財
務

諸
表
の
概
要
関
係

Q
J

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
、
無
縁
墳
墓
等
改
葬
関
係

Q
M

会
社
そ
の
他

Q
N

会
社
決
算
公
告

Q
O

〇
経
済
産
業
省
令
第
六
十
四
号

弁
理
士
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
弁

理
士
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
十
一
条
第
六
号
、
第
十
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
六
条
の

六
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
十
六
条
の
八
、
第
十
六
条
の
十
三
第
三
項
並
び
に
第
十
六
条
の
十
五
並
び
に
弁
理
士
法
施

行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
八
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、

弁
理
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
九
月
九
日

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

弁
理
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

弁
理
士
法
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
四
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
章

弁
理
士
試
験
等

第
一
節

弁
理
士
試
験
（
第
二
条
e

第
十
二
条
）

第
二
節

特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
試
験
（
第
十
三
条
e

第
二
十
一
条
）」を

「
第
二
章

弁
理
士
試
験

第
一
節

弁
理
士
試

第
二
節

特
定
侵
害

第
二
章
の
二

実
務
修

等験
（
第
二
条
e

第
十
二
条
）

訴
訟
代
理
業
務
試
験
（
第
十
三
条
e

第
二
十
一
条
）

習
（
第
二
十
一
条
の
二
e

第
二
十
一
条
の
二
十
四
）」に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
号
中
「
下
欄
」
を
「
上
欄
」
に
、「
選
択
問
題
」
を
「
科
目
」
に
改
め
、「
分
野
の
」
を
削
り
、「
研
究
」
の

下
に「（
第
三
条
の
表
の
上
欄
の
第
六
号
に
掲
げ
る
科
目
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
法
第
十
条
第
二
項
第
一
号
に
規

定
す
る
工
業
所
有
権
に
関
す
る
法
令
に
関
す
る
研
究
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
有
す
る
者
」
の
下

に
「
の
う
ち
、
当
該
学
位
の
授
与
に
係
る
論
文
の
審
査
に
合
格
し
た
者
」
を
加
え
、「
選
択
問
題
に
対
応
す
る
第
三
条
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
」
を
削
り
、
同
条
第
十
号
中
「
第
七
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、

同
条
第
九
号
中
「
第
七
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
第
七
号
」を「
第

六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七
号
を
削
り
、
同
条
第
六
号
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に

改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、

同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

薬
剤
師

第
三
条
の
表
の
上
欄
の
第
三
号
に
掲
げ
る
科
目

第
六
条
第
四
号
中
「
第
三
号
」
を
「
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と

し
、
同
条
第
二
号
中
「
第
六
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

二

第
三
条
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
科
目
に
関
す
る
研
究
に
よ
り
学
校
教
育
法
第
百
四
条
第
一
項
に
規

定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
を
有
す
る
者
の
う
ち
、
専
門
職
大
学
院
が
修
了
要
件
と
し
て
定
め
る
一
定

の
単
位
を
修
得
し
、
か
つ
、
当
該
専
門
職
大
学
院
が
修
了
要
件
と
し
て
定
め
る
論
文
の
審
査
に
合
格
し
た
者

当

該
科
目

第
二
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
二
章
の
二

実
務
修
習

（
実
務
修
習
の
内
容
及
び
方
法
）

第
二
十
一
条
の
二

実
務
修
習
は
、
講
義
及
び
演
習
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
一
の
実
施
期
間
内
に
、
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
課
程
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
単
位
数
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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